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筑西地域農業改良普及センターHPへアクセス！↑ 

実りの秋になりました。 
収穫等で忙しい時期ですが、体調管理には

十分に気をつけて作業しましょう 

 下妻市果樹組合連合会では､平成２５年からナシの輸出に取り組んでいます｡新型コロナウイルスの影
響に苦戦しながらも､昨年はナシ６２tを､ベトナムの他､アメリカ､タイ､シンガポールなどに輸出し､生産者
のモチベーションアップに繋がっています｡ 
 本年は､ ナシヒメシンクイの防除を重点に､輸出対象国の検疫基準を満たす防除暦を見直し､コン

フューザー（交信攪乱剤）の使用を徹底しました｡また､輸送中や､現地のスーパーマーケットでのばら積
み陳列による果実の傷みを回避するために､新たな取り組みとして｢２玉１パック｣等の包装形態の改良
についても検証を行っています｡ 

ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰ 

【２玉１パック包装】 

 青色申告を行っている農業者（個人・法人）
です。加入申請時に青色申告の実績が一年
あれば加入できます。 

加入できる方 保険期間 

個人：1月～12月 
法人：事業年度の1年間 
 税の収入算定期間と同じです。保険期間の
始まる前々月までの加入申請が必要です。 

補償内容 

 保険期間の収入が、基準収入の9割を下
回ったときに、下回った額の9割を上限に補
填します。掛金の安いタイプもありますので、
詳しくはお近くの農業共済組合にお問い合
わせください。 

 収入保険は、自然災害や価格低下だけでなく、農業者の経営努力では避けられな
い収入減少が補償の対象です。 

＜問い合わせ先＞ 

ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ成虫 

ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ幼虫 

写真出典: 
茨城県病害虫防除所 

対象地域 筑西市・桜川市（旧真壁町、旧大和村）・下妻市

対象地域 桜川市（旧岩瀬町）

□ 茨城県西農業共済組合（TEL：0296-30-2900)

□ 県央南農業共済組合(TEL：0296-72-7321)



 

   ９月から筑西普及センターに勤務することになりました。以前も当普及センターで果樹を担当していま
したが、再度、果樹産地の活性化に少しでも貢献できたらと思っています。現場の農家の皆様と、また
お目にかかれることを楽しみにしています。宜しくお願いいたします。 

 県では、茨城県農業参入等支援センター事業を設置して、①法人化や規模拡大等により経営発展
を目指す農業経営者、②第三者への経営継承を考えている方、③農業への参入を希望する企業等
を対象として、関係機関との仲介や各種支援制度の紹介、中小企業診断士等の専門家からなる支援
チームの派遣など相談内容に応じて様々な支援をしています。当部門でも伴走支援を行っています
ので、関心のある方は当部門か農業参入等支援センター（茨城県農林水産部農業経営課内
TEL029-301-3844）にお問い合わせください。 

 刈払い機による事故は、農作業中の負傷事故で高い割合を占めています。キックバックの原理、安全
な刈取り位置（下図）を再度確認して、正しい使い方を身に付けて事故防止に努めましょう。 

 ブドウなどの落葉果樹は、秋からが本格的な貯蔵養分の蓄積期になります。貯蔵養分は、翌年の発
芽から展葉期頃までの生育初期に利用されるので、十分な蓄積があれば生育が順調に進みます。もう
来年の準備は始まっています。来春後悔しないように、しっかり管理しましょう。 

キックバックの原理 安全な刈取り位置 

🍇 ・・・病害虫による早期落葉の防止、秋季防除（殺菌剤等の散布） 

🍇 ・・・樹勢にあった施肥（礼肥、基肥） 
                  定期的な潅水（雨よけ栽培） 

🍇 ・・・十分な土づくり 
                  （未熟な堆肥×、断根しすぎない、カリウム不足に注意） 

左側上部１／３で刈る

自分に向かって
飛散物が飛んでくる


